
景 況 の 総 括  
～ 製造業（プラス圏）・非製造業（マイナス圏）における二極化傾向、

ここにはっきり窺える ～ 
【平成２０年 ６月期の景況】 
全業種ＤＩ（良い－悪い）は、▲１７．６と前回３月調査▲１８．９と比較すると僅かに１．３ポイント上

向きを示している。参考ではあるが前回３月調査の広島県全体の全業種ＤＩ▲２１．５と比較するとやや上向

き水準で推移している。 
業種別では、製造業４業種のうち、食品、機械・金属製品、合成樹脂・ゴム製品で大きくプラス幅を出し、

一方で造船・同関連において▲１６．６（前回１６．７）と大幅なマイナスに転じたが、全体としては製造業

ＤＩは１８．０ポイント上昇し、６．３（前回３月調査▲１１．７）と大きくプラスに転じる結果となった。 
  
非製造業では、建設業（▲２０．０）、小売業（▲４０．０）、運輸・サービス業（▲５３．８）の３業種に 

てマイナス値を示し、全体として非製造業ＤＩは４．５ポイント下降し、▲２６．８（前回調査▲２２．３）

とマイナス値の幅を拡大させた。 
  

平成２０年 ６月  景況ＤＩ 
（ ）内は前回調査（平成２０年３月期）の割合 

 
好  転 横 ば い 悪  化 ＤＩポイント 

全業種 17.5％（7.5%） 47.4%（66.0%） 35.1%（26.4%） ▲１７．６（▲１８．９） 

製造業 31.3%（5.9%） 43.8%（76.5%） 25.0%（17.6%） ６．３（▲１１．７） 

非製造業 12.2％（8.3%） 48.8%（61.1%） 39.0%（30.6%） ▲２６．８（▲２２．３） 

 

【平成２０年７月~ ９月の先行き見通し】 
全業種ＤＩ（良い－悪い）は、▲１２．３と前回３月の調査による２０年 ４月~ ６月の先行き見通し 

（▲１５．１）より２．８ポイント上昇したが、全体としては先行き不透明で、予断を許さない結果となった。 
業種別では、製造業ＤＩは、▲６．３（前回調査▲５．９）と０．３ポイント下降し、依然マイナス推移

という結果であった。 
一方、非製造業では、建設業、小売業、運輸・サービス業の３業種において大きくマイナス値を示すもの 

の、消費財・生産財卸売が、４２．９（前回▲２６．８）と大きくプラス値に転じた結果、非製造業ＤＩは

▲１４．７（前回調査▲１９．５）と若干回復傾向を示した。しかしながら先行き見通しに対しては依然厳

しさが窺える結果となった。 
 
 
 
 
 



生産額・売上額の総括 
～辛うじて製造業ではプラス圏で推移、 

非製造業はマイナス値の拡大が懸念材料～ 
【平成２０年 ６月期の生産額・売上額】 
全業種ＤＩ（良い－悪い）は、▲１１．８と前回調査（▲２１．２）より、９．４ポイント上昇傾向を示し

ている。 
参考ではあるが前回３月調査の広島県全体の全業種ＤＩ▲２１．５と比較すると、尾道商工会議所管内の 

生産額・売上額ＤＩは上回る水準である。 
 業種別では、製造業４業種のうち、食品で改善を示したものの、機械・金属製品で大きくマイナスに転じ 
て、他の３業種がプラスあるいは横ばいの結果であったことにより、全体として、製造業ＤＩは、１３．４と

前回３月調査（６．２）と７．２ポイント上昇を示した。 
 

非製造業では、生産財・資本財卸売業、小売業で改善を示しプラスに転じたことにより、他の消費財卸売、 
運輸・サ―ビス業・建設がマイナスであったが、全体の非製造業ＤＩは、▲２２．２と前回調査（▲３５．４）

と比較して１３．２ポイントマイナス幅を縮小する結果となった。しかしながら、非製造業の売上額ＤＩは、

相変わらずマイナスでの推移が続いている。 
 

平成２０年 ６月期 生産額・売上額ＤＩ 
            （ ）内は前回調査（平成２０年３月期）の割合 

 増  加 不  変 減  少 ＤＩポイント 
全業種 25.5%（12.8%） 37.3%（53.2%） 37.3%（34.0%）   ▲１１．８（▲２１．２）

製造業 46.7%（25.0%） 20.0%（56.3%） 33.3%（18.8%） １３．４ (６．２) 
非製造業 16.7%（6.5%） 44.4%（51.6%） 38.9%（41.9%）   ▲２２．２（▲３５．４）

 【平成２０年７月~９月の先行き見通し】 
全業種ＤＩ（良い－悪い）は、▲１３．８と前回３月の調査による２０年４月~６月の先行き見通し（▲

１２．８）より１．０ポイント下降を示した。生産額・売上額の見通しに対して、一進一退の状況が窺える

結果となった。業種別では、製造業４業種のうち、食品において改善傾向を示したが、他の合成樹脂・ゴム

製品、造船・同関連の3業種で、前回調査より横這いないし悪化を示し、全体として製造業ＤＩは１２．１

ポイント下降し６．６（前回調査１８．７）となった。しかし、プラス圏の推移が続き、生産額・売上げ額

の見通しについて、若干の明るさが窺える。一方、非製造業では、運輸・サービス業関係が▲５３．８（前

回▲３３．３）で大幅な悪化を示したが、消費財卸売、生産財卸売で大きく回復を見せた為、非製造業ＤＩ

は６．８ポイント上昇し▲２２．３（前回調査▲２９．１）とマイナス幅を縮小した。しかしながら製造業

ＤＩと比較すると、依然として厳しさが窺える。 

受注額の総括 

～引き続き公共工事と運輸・サービス業の厳しさが目立つ～ 

製造業は、全体として比較的好調を保っている。非製造業の建設業における官公庁工事の受注額・見通し

共にマイナス幅が大きく、運輸・サービス業もここにきて急激に厳しくなっている。 



平成19年 平成20年 平成20年 回答社数構成比(％) (3月調べ) 平成20年 回答社数構成比(％)

回収数 (対象数) 12月 3月 6月 好転 横ばい 悪化
4～6月
見通し

7～9月
見通し

好転 横ばい 悪化

総　　合 57 (80) △ 16.9 △ 18.9 △ 17.6 17.5 47.4 35.1 △ 15.1 △ 12.3 15.8 56.1 28.1

製 造 業 16 (22) △ 11.0 △ 11.7 6.3 31.3 43.8 25.0 △ 5.9 △ 6.2 18.8 56.3 25.0

食品 6 (9) △ 19.7 △ 28.6 16.6 33.3 50.0 16.7 △ 28.6 △ 16.6 16.7 50.0 33.3

機械・金属製品 3 (4) △ 3.9 △ 33.3 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3 66.7 0.0

合成樹脂・ゴム製品 1 (1) 4.1 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

造船・同関連 6 (8) 25.9 16.7 △ 16.6 16.7 50.0 33.3 33.3 △ 16.6 16.7 50.0 33.3

非 製 造 業 41 (58) △ 22.1 △ 22.3 △ 26.8 12.2 48.8 39.0 △ 19.5 △ 14.7 14.6 56.1 29.3

建設業 5 (6) △ 31.4 △ 40.0 △ 20.0 0.0 80.0 20.0 △ 20.0 △ 20.0 0.0 80.0 20.0

卸売業(総合) 13 (17) △ 24.2 0.0 7.7 23.1 61.5 15.4 △ 16.6 23.1 30.8 61.5 7.7

消費財卸売業 6 (8) △ 29.4 0.0 0.0 16.7 66.7 16.7 0.0 0.0 16.7 66.7 16.7

生産財・資本財卸売業 7 (9) △ 18.2 0.0 14.3 28.6 57.1 14.3 △ 28.6 42.9 42.9 57.1 0.0

小売業 10 (16) △ 27.5 △ 42.9 △ 40.0 10.0 40.0 50.0 △ 28.6 △ 40.0 10.0 40.0 50.0

運輸・サービス業 13 (19) △ 9.3 △ 25.0 △ 53.8 7.7 30.8 61.5 △ 16.7 △ 30.8 7.7 53.8 38.5

景　　　況



平成19年 平成20年 平成20年 回答社数構成比(％) (3月調べ) 平成20年 回答社数構成比(％)

12月 3月 6月 増加 不変 減少
4～6月
見通し

7～9月
見通し

増加 不変 減少

総　　合 △ 2.5 △ 21.2 △ 11.8 25.5 37.3 37.3 △ 12.8 △ 13.8 23.5 39.2 37.3

製 造 業 3.9 6.2 13.4 46.7 20.0 33.3 18.7 6.6 33.3 40.0 26.7

食品 1.8 0.0 33.3 50.0 33.3 16.7 0.0 33.3 50.0 33.3 16.7

機械・金属製品 1.9 0.0 △ 33.4 33.3 0.0 66.7 33.3 0.0 33.3 33.3 33.3

合成樹脂・ゴム製品 37.5 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

造船・同関連 50.0 20.0 0.0 40.0 20.0 40.0 40.0 △ 20.0 20.0 40.0 40.0

非 製 造 業 △ 9.7 △ 35.4 △ 22.2 16.7 44.4 38.9 △ 29.1 △ 22.3 19.4 38.9 41.7

卸売業(総合) △ 5.3 △ 25.0 △ 7.7 15.4 61.5 23.1 △ 25.0 15.4 30.8 53.8 15.4

消費財卸売業 △ 5.9 △ 20.0 △ 33.3 0.0 66.7 33.3 △ 20.0 0.0 16.7 66.7 16.7

生産財・資本財卸売業 △ 4.5 △ 28.5 14.3 28.6 57.1 14.3 △ 28.6 28.6 42.9 42.9 14.3

小売業 △ 21.5 △ 28.6 0.0 30.0 40.0 30.0 △ 28.6 △ 30.0 20.0 30.0 50.0

運輸・サービス業 △ 2.7 △ 50.0 △ 53.8 7.7 30.8 61.5 △ 33.3 △ 53.8 7.7 30.8 61.5

生産額･売上額



尾道市の景況感の推移
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尾道市の生産額・売上額の推移
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